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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 25日 (2005.1.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 転 が り 軸 受 の 運 転 状 態 監 視 装 置 を 、 工 作 機 械 に 組 み 込 ん だ 場 合 に 就 い
て 示 し て い る 。 鋼 等 の 金 属 製 の ハ ウ ジ ン グ １ の 内 側 に 、 や は り 鋼 等 の 金 属 製 の 主 軸 ２ を 、
１ 対 の 転 が り 軸 受 ３ 、 ３ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 し て い る 。 こ れ ら 各 転 が り 軸 受 ３ 、 ３ は 、
そ の 内 周 面 に 外 輪 軌 道 を 有 す る 金 属 製 の 外 輪 ４ と 、 そ の 外 周 面 に 内 輪 軌 道 を 有 す る 金 属 製
の 内 輪 ５ と 、 こ れ ら 外 輪 軌 道 と 内 輪 軌 道 と の 間 に 転 動 自 在 に 設 け ら れ た 、 そ れ ぞ れ が 金 属
製 又 は セ ラ ミ ッ ク 製 で あ る 複 数 の 転 動 体 ６ 、 ６ と 、 こ れ ら 各 転 動 体 を 転 動 自 在 に 保 持 す る
為 の 、 合 成 樹 脂 製 の 保 持 器 ７ と か ら 成 る 。 こ の 様 な 各 転 が り 軸 受 ３ 、 ３ の 潤 滑 状 態 を 知 る
為 に 、 上 記 外 輪 ４ を 内 嵌 固 定 し た ハ ウ ジ ン グ １ と 、 上 記 内 輪 を 外 嵌 固 定 し た 主 軸 ２ と の
間 の 電 位 差 を 測 定 自 在 と し て い る 。
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